
「国境の長いトンネルを抜けると雪国であった。夜の底が白

くなった。…」

これは川端康成の小説「雪国」の冒頭ですが、浦川原の長い

トンネルを２本抜けると、そこは安塚です。10日には積雪量がつ

いに300cmを超え、安塚分校の校舎、体育館もこんな具合になっ

てしましました （写真）。これでも校舎前は雪が積もるたびに、近く

の燃料屋さんに重機で除雪していただき、体育館軒下は技術

員さんに雪をのけてもらっていたのです。

過去も300cm以上、雪が積もることはあったらしいのですが、こ

れほど一気に積もったことはないと、安塚在住の学校警備員さ

んが言っておられました。

年末の12月、安塚高校同窓会東京支部の宮川敏夫様からう

れしいお便りをいただきました。この「直峰通信」を通して、安塚

分校の教育活動の状況を懐かしく興味を持って見ていただいて

いるとのことでした。関東でお暮らしの同窓の皆様

には、安塚らしい画像をお送りできていることと思わ

れます。

安塚にいると、これほどの雪を積もらせる自然の

力に感心しますが、この自然に対処しながら生活し

ている地域の方々にも感心します。雪掘りひとつとっ

ても手際がよく、雪下ろしを見ていると、あれだけの

雪の塊をものの見事に片付けてしまいます。行政の

方々や重機を操る方々の除雪の力量と労力には、

恐れ入るばかりです。
〔山でなくて体育館が隠れているのです〕

そこで暮らす生徒もこのような環境で、たくましく育ち、美しい感性を育んでいくのだと思います。

19日、再度強い寒波の到来で、電車が遅れ、虫川大杉駅から学校まで、電車通学の生徒はいつも

の乗り継ぎバスに乗れませんでした。数名が歩いて登校しようとした矢先、バス会社さんが臨時にバ

スを運行してくださいました。吹雪の中でも歩こうとする生徒たちや、電車の遅れに対応して臨時バ

スを出してくださったバス会社さん…、みな雪国ならではの強さや温かさのように思えました。

３学期始業式 １/７（木）

校長先生から「１年の計は元旦にあり」という言葉についてお話しがありました。

これは中国明代の「月令広義」という書物が由来であるという説と、毛利元就が語ったという説が

あり、後者では、「一年の計は春にあり、一月の計は朔（ついたち）にあり、一日の計は鶏鳴（けいめい）

にあり」と後が続くということです。朔は月初めの日、鶏鳴は鶏の鳴き声のことから一番鶏が鳴く早朝

のことを指します。

毛利元就の言葉は、１年、１月、１日それぞれの最初のときこそが計画を立てるべきときであり、何

事も最初が肝心であるという戒めを意味しています。生徒の皆さんもこの言葉をぜひ活かしてほしい

という訓話でした。

また、2015年国連サミットで採択された「持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals
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-ＳＤＧｓ）」についても触れられました。これを達成するためには、国としてはもちろん、個人個人での

身近な努力も必要になってくる。一方、生徒一人ひとりにおいても、自分の目標を達成するために、身

近な短期目標を設定するとともに、地球規模の問題も視野に入れた長期的な視点を持って、将来、

広い世界で貢献できる人材になってほしいことが生徒に伝えられました。

第2回球技大会 12/25（金）

新生徒会による初の行事、球技大会が行われました。安塚分校ならではの、バドミントン、卓球、バ

スケットボールと、みなが複数の種目で体を動かし、スポーツを楽しみました。

運営にあたって くれ

た生徒会の皆さん

安塚分校：保健だよりから

【今後の予定】

1/27～29

３年学年末考査

2/10～16

１．２年

学年末考査

2/16

合 格体験を聞 く

会

2/16～18

高校入試

一般出願期間

2/18

学 校 ス キ ー

2/19

第３回ＰＴＡ役員

会
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